
・イノベーションプログラム事業（市立高校生徒を
海外大学等へ派遣）

乳幼児期（就学前）

「こどもまんなか社会」や「子育て楽しいさいたま市」の実現を目指し、令和7年3月に策定した第
３期子ども・青少年のびのび希望プランに基づき、各ライフステージに合わせた切れ目ない支援を充
実させ、「子育て世代から選ばれるまち」の実現を目指します。

結婚、妊娠・出産期 青年期（高校生年代～）学齢期（小・中学生）

子ども・子育て関連 令和８年度当初予算額
1,700.9億円（対前年度 △20.0億円 △1.2％）
◎令和7年度12月、2月補正予算における予算額 65.4億円

（主に子どもや子育て家庭を対象とする事業に係る予算額（掲載事業以外も含み、教職員・保育士など経常的な職員人件費は除く））

16か月予算計
1,766.3億円

低所得の子育て家庭児童進学支援金の支給 ／ 大学等進学「夢」支援(大学等入学一時金等）の実施

【拡】児童養護施設等退所児童への支援

・国際バカロレア教育の取組の推進
・大宮北高等学校のスーパーサイエンスハイスクール

（ＳＳＨ）事業の実施

特定妊婦等の支援が必要な家庭への訪問支援事業の実施 ／ ヤングケアラー等への支援［再掲］

ファミリー・サポート・センター事業の推進

・こども誰でも通園制度の実施
・認可保育所、認定こども園、地域型保育事業所等の充実
・市独自の子育て支援型幼稚園の充実
・総合療育センター等による療育体制の充実

【拡】保育園・幼稚園・放課後児童クラブ人材確保施策の拡充（給与上乗せ補助）

【拡】私立幼稚園等の特別支援教育に対する支援の充実

【拡】子ども・青少年希望（ゆめ）基金の運用拡大

意見表明機会の確保と社会参画機会の提供

若年層に対する結婚支援の充実

こどもまんなか社会とは・・

常にこどもの最善の利益を第一に考え、こどもに関

する取組・政策を我が国社会の真ん中に据えること

子育てを支える経済的支援

子ども・若者を社会全体で支える取組の強化

小学生タウンミーティングの実施 ／ 子ども・若者からの意見募集

・父親向け講座、イベント等の開催、父子手帖の公開
（パパサンデー、さいたまパパ・スクール）

・孫育て講座の開催、祖父母手帳の発行

共育て・孫育ての推進

社会全体で子育てを支える取組の強化

市内企業における女性活躍・両立支援の取組の促進 ／ 子ども家庭総合センターや10区役所のこども家庭センター等による相談支援

児童扶養手当・ひとり親家庭等医療費助成の実施

・就学援助制度、入学準備金や奨学金貸付の実施

養育費確保促進事業の実施（養育費の取決めや保証契約、強制執行の補助、養育費の立替支援、弁護士による法律相談等による支援）

・幼児教育・保育の無償化（原則3～5歳）

・のびのびルームの運営
・新生児に絵本を贈呈するブックスタート事業の実施

多様な体験・活動の提供と居場所の確保

・早期起業家教育事業、地域技術人材育成事業の実施

・３Ｄ都市モデルを活用したまちづくりコンテストの開催
・未来（みら）くるワーク体験（中学生職場体験）の推進
・探究学習プログラム「さいたまエンジン」の実施
・市立学校への「未来（みら）くる先生」の派遣
・市立中学校等生徒の海外派遣による海外現地校との交流
・コミュニティ・スクールの推進
・放課後チャレンジスクール、土曜チャレンジスクールの推進

【拡】私立認可保育所等における医療的ケア児の受入支援

多胎児家庭サポート事業の実施 ／ 子育てヘルパー派遣事業の実施

【拡】子どもの居場所づくりの推進（子ども食堂等への支援）

・困難を抱える若者を支援する若者自立支援ルームの運営【拡】養育環境等に課題を抱える児童のための居場所づくりの推進

【拡】放課後子ども居場所事業の実施校拡大
【拡】民設放課後児童クラブの整備促進
【新】小学生の朝の見守り事業の試行的実施

【拡】第２子における保育料軽減対象の拡大

【拡】新生児マススクリーニング検査事業の推進

親子の健やかな成長のための支援

【拡】若者が結婚・出産を含めたライフデザインを考え
るためのイベントの開催やセミナーへの講師派遣

■ 少子化対策の推進

■ こどもまんなか社会の実現

児童手当・子育て支援医療費助成の実施

第３期 子ども・青少年のびのび希望プラン

重 点 施 策

低所得の子育て家庭児童進学支援金の支給［再掲］ ／ 大学等進学「夢」支援(大学等入学一時金等）の実施［再掲］

・出産前教室の開催 ・妊娠・出産包括支援事業の実施
・妊婦健康診査費用の助成

【拡】市立学校での看護師による医療的ケアの実施 ／ 【新】特別支援学校での通学支援の実施

・乳幼児健康診査・幼児歯科健康診査の推進
・新生児聴覚検査費用の助成

伴走型相談支援と合わせた妊婦支援給付金(10万円)と
地域通貨を活用した市独自の上乗せ(1万円相当)を支給

子ども家庭総合センターや市内に18か所ある児童センターの運営

・保幼小連携推進事業の推進
・公開保育研修事業の推進

・市立高等学校生徒の海外派遣による海外姉妹提携校との
交流

【拡】二十歳の集い

・武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校の整備
・グローバル・スタディの推進
・不登校支援の充実

【新】市立特別支援学校(知的障害)の整備
【拡】大和田小学校の開校・「いろどり学園」の開校

注）千円単位の額で算出しているため、表中(億円単位)の額で算出した数値と一致しない場合があります。

・早期不妊検査費・不育症検査費に対する支援
・出産育児一時金の支給（国民健康保険）
・第3子以降の新生児に市独自の応援金（5万円）を支給

子ども・子育て関連施策の充実

【拡】私立認可保育所等における障害児の受入支援

【拡】思春期保健事業の実施

子ども・若者の意見表明や社会参画機会の提供

【新】５歳児健康診査の実施

【拡】小学校給食の無償化・中学校給食の物価高支援の実施

教育環境の充実

様々な課題を抱える子どもに対する学習機会と居場所づくりへの支援の拡充 ／ ヤングケアラー等への支援

【拡】子育て支援センター（単独型）の充実

【新】（仮称）子どもの権利条例制定事業 ／ 【新】いじめ問題救済委員会の設置

【拡】児童センター子ども運営会議の実施

・恋たまとの連携によるＡＩマッチングを活用した
婚活事業の利用促進

【拡】若者が結婚・出産を含めたライフデザインを考える
ためのイベントの開催やセミナーへの講師派遣［再掲］

【拡】小学校給食の無償化・中学校給食の物価高支援の実施

【拡】産後ケア事業の拡充

【拡】産婦健康診査の助成回数の拡大


